哲学教育ワークショップ「哲学教育と倫理・道徳教育」報告

眞嶋俊造（北海道大学）
 
　「哲学教育と倫理・道徳教育」と題された今回の哲学教育ワークショップでは、哲学教育や哲学的思考が倫理・道徳教育に対してどのような貢献をなしうるのかを共通の基本テーマとして討議された。
　まず福山平成大学の上村崇氏が、学校における道徳教育の問題点と、それを補うものとしてのクリティカル・シンキングの重要性を示した。次に、東京工業大学の豊田光世氏が、「子どもの哲学」の実践例をもとに、哲学教育が道徳教育となりうる条件を検討した。最後に、札幌日本大学高等学校の酒井絵里氏が、いじめを正当化する言説について生徒とともに考えた授業実践を紹介した。
　第一番目の報告で上村氏は、情報を鵜呑みにせずに批判的に検討するクリティカル・シンキング（CT）が、心情主義に陥りがちな道徳教育において重要であると主張した。CTを身に着けることで、道徳的言明を実践三段論法のかたちに整理することができるようになる。それにより、日常では暗黙の前提とされている道徳性が顕わになり、道徳判断の根拠を理解・検討しやすくなると上村氏は述べる。さらに、思いやりの原理（相手の主張が飛躍して見えるときでも、その裏にある思考の筋を理解して議論を再構成しようとすること）や協調原理（相手を論破することではなく、議論を深めることを目指すこと）といったCTの原理は、他者と哲学的に対話する基盤を形成するものであり、哲学教育にも繋がるものであると上村氏は指摘する。
[bookmark: _GoBack]　第二番目の報告で豊田氏は、対話を通して思考力を深める教育プログラムである「子どもの哲学（Philosophy for Children: P4C）」が道徳教育に及ぼす影響の意義と可能性について、氏が研究・実践してきた「ハワイ式子どもの哲学」を事例に考察した。豊田氏によれば、「ハワイ式子どもの哲学」では探究のコミュニティを育む際に、子どもたちの問いから対話をすすめることと、多様な世界観・価値観を尊重する知的セーフティ（Intellectual Safety）とを重視している。この基本姿勢は、思考力の育成だけでなく、初等・中等学校での学級づくりにも大きく寄与してきたという。また、知的セーフティを重視したコミュニティの構築手法を道徳教育に活かせるか否かについては賛否両論がある。「ハワイ式子どもの哲学」の課題として、子どもたちの問いを中心に授業を展開するのが難しいこと、また、教師に求められることが従来の学校教育と異なる（一人の探究者として真摯に問いと向き合う姿勢が求められる）ことを豊田氏は指摘する。　
第三番目の報告で酒井氏は、高校「倫理」の授業で、いじめを正当化する言説について生徒とともに考えた実践例を紹介した。この授業のねらいは、世間に流通するいじめを正当化する言説について改めて考えさせることで、そのような主張には何の根拠もないと生徒自身に気付かせることにあった。具体的には、「いじめられる側にも原因がある、だからいじめはあっても仕方がない」、「遊びとしてのいじりはそれをされて喜ぶ相手かどうかをちゃんと見てしている。だから、それがいじめになってしまう心配はない」、「いじめはこれまでもあったし、これから先もなくならないと思う。だから、いじめについて議論することは無駄である」といった言説についてどう思うかを生徒に問いかけて、そうした主張のおかしさに気付かせるという授業実践が報告された。生徒の感想としては、問いを深く受け止めて考え方が変わったという生徒、過去のいじめにあった経験を一日かけて書いてくる生徒、また、まれに特になしと書いてくる生徒など、多様な反応があったという。
　フロアと提題者を交えた質疑応答では、哲学研究と道徳教育研究の関係、日本の道徳教育における哲学者の役割について、といった大きな問いを投げかけるものから、哲学対話のあり方と実践についてというテクニカルな質問まで多岐に及んだ。さらに、CTを用いた道徳の授業を行う際とP4Cやいじめ問題の授業とで、教える側の姿勢（道徳的なコミットメント）が異なっているとするならば、それは初等・中等教育と高等教育での教育法の違いを反映しているのか、という質問もあった。
　活発な議論が展開された本ワークショップは、哲学教育や哲学的思考が倫理・道徳教育になしうる寄与を考えていく上で重要な示唆を与えたと言えるだろう。今後も本テーマに関する様々な取り組みが行われ、研究報告や授業実践報告が継続的になされることを期してやまない。
